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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

我々はヒト変形性関節症 (以下OA)軟骨における､high-mobilitygroupboxchromosomal

protein-1(以下洲GB-I)の軟骨破壊の組織学的グレードとの関係および軟骨細胞における

向炎症性サイトカインとしての役割について検討したO免疫組織化学染色において 洲GB-1

陽性細胞率は､組織学的なOAの進行度に伴って増加し,またその局在はより深層へと推移

した｡軟骨細胞を用いた Invlltroでの検討ではIL11β刺激はHMGB-1mRNAの発現を冗進さ

せ､ ⅠLlPおよびTNFαはともにHMGBllの核から細胞質への移動を促進した｡本研究の結

果は洲GB-1が､OAにおける軟骨破壊の病態に関与することを示すものである｡

静 .文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は､ヒトの変形性関節症の関節軟骨におけるhigh･mobilitygroupbox

chromosomalprotein･1(HMGB-1)について､軟骨破壊の組織学的グレー ドに

伴 う発現局在の関連性､並びに培養軟骨細胞におけるIL-1βおよびTNFαとの関

連について調査 したものである｡その結果､免疫組織化学的に､HMGB･1陽性

細胞率が変形性関節症の組織学的グレー ドの進行度に伴って増加 し､その局在

がより深層の軟骨細胞層-と移行することを発見したCさらに､培養変形性関

節症軟骨細胞において､IL-1β刺激がHMGB-1のmRNA発現を克進させるこ

とを発見した｡これらのことは､HMGB-1が変形性関節症における病態に深く

関与していることを示す知見で､同疾患の解析に重要な価値ある業績と認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




